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農林振興地域 NB> NB6 N<> N<6 N<J HB> H<> H<6 H<J 計
鳥　取        
八　頭      
倉　吉       
米　子        
日　野     


























































































































































































⑪ 東郷町 とうごう市 ?6東郷町支部女性会 Ａコープ東郷隣接  
 Ｙ・Ｇ・Ｕ
⑫ 三朝町 三朝青空百円市 三朝町支部女性会 山田・温泉病院前  
 Ｙ・Ｇ・Ａ

























⑰ 東伯町 とれ鮮市 東伯町女性会を主体 とれ鮮市トピア店  
 Ｙ・Ｍ・Ｉ





















㉒ 三朝町 道の駅「楽市楽座」 ㈱グリーンサービス 国道号線大柿  随時出荷 Ｙ・Ｍ・Ｉ






































































   富　海 野菜類　梨
あたご柿・会長
⑦⑲
   野菜類 ⑦⑩
   野菜類
  花き





   野菜類 ⑦妻⑩
  野菜類 ⑦




  イギス ⑦⑩
   下大江 シブ
   菊・副会長・
全国愛瓢会会員
⑦⑩の会長
   小　鴨 野菜類 ⑦「犬挟」
   野菜類 ⑦
  野菜類 ⑦
  生　田 野菜類　倉吉総
合卸売市場へ
父⑩
   野菜類・有機
栽培米産直も
⑩⑲
   北　野 菊　切り花
  岡　山 蒜山高原野菜 ⑦⑩
   倉吉市内 ポット花苗 個人でＩＴ販売
   関金町 野菜類























































































































































































































  ・ 小　鴨 中川原 ⑥ うど粕漬・奈良漬け
   高　城 下米積 ⑲ 監事　
 ・ 高　城 今在家 ⑨⑲ 自然農法グループ
会社員　その認定ラベル，
BD6を貼って販売している。
  北　谷 大河内 ⑲
 ・ 灘　手 上　神 ⑲
   明　倫 越殿町 ⑨ 活動中止予定
  ・ 上小鴨 中川原 ⑥⑦ イギス
  ・ 小　鴨 下大江 ⑥⑦⑲ 会長　菊専門
  ・ 小　鴨 生　田 ⑥⑦ 監事　各種野菜・糯米
  ・ 小　鴨 生　田 ⑥⑦ 市農業委員　有機栽培米
   西　郷 大　原 会計・会社社長　大原は無
加温低農薬トマト栽培で共
販
  西　郷 大　原 ?6のＯＢ
  西　郷 大　原 会社員
  西　郷 大　原 会社社長
   小　鴨 富　海 ⑥⑲ 会長　野菜・卵
  ・ 上北条 古川沢 ⑲ 副会長　様々な豆類・素麺
かぼちゃ・もち大豆
  上北条 古川沢
  ・ 小　鴨 富　海 ⑥⑦ 野菜・秋には梨
  ・ 小　鴨 富　海 ⑥⑦⑲ 上に同じ
   社 大　谷 アキヒメ南京・野菜
  社 大　谷 上に同じ
   岡山県 上長田 ⑥ 蒜山高原野菜
   上小鴨 鴨河内 アキヒメ南京・西瓜
  ・ 灘　手 上　神 ケチャップ・自然農法無農
 ・ 灘　手 上　神 薬栽培トマト・花
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 !!             
 !!            
 !!            
 !!            
 !!            
計 !!                
年度各月       
来客数 ! ! ! ! ! ! !
各月第㧛週㧠日間「友の会」
搬入者累計　人
      
年度各月      月平均 年合計
来客数 ! ! ! ! ! ! !
各月第㧛週㧠日間「友の会」
搬入者累計　人
      !
注）上欄での「純売上額」＝総売上額－租税額。年度総売上額＝!!円。「友の会」搬入直販税抜き売上
高!!円。
　　上欄での「加工品」中の「その他」とは，大栄町支所以外の農協系統および企業が「お台場いちば」へ持ち込む
加工品。
資料）「年度お台場いちば売上表」の提供により，作成した。
出所）「お台場いちば」営業部。
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農産物直販から見る地域農業 BVg#
羽合町支所の直営直販所であった。年㧝月
に⑳と同様に直轄化された。同年㧢月現在の会
員数は人うち女子人である。
　なお，本直販所の年月当時での活動状
況は以下の様であった。支所域内直販参画農家
数（新川㧢・久
ひさ
留
とめ
㧠・長瀬㧣・田
た
後
じり
㧝・水
みず
下
おち
㧜・橋津㧛・宇野㧜・南谷㧛・下
しも
浅
あそ
津
づ
㧝・上浅
津㧛）に，町域外農家の計戸である。販
売品目は第㧛に，参画農家搬入の金額位まで
の品目（トマト・苺・菊・甘藷・大根・卵・
梨・白菜・百合・メロン）と，同戸別またはグ
ループによる加工品（そば粉・塩，糠，酢，梅
酒，粕での漬物類・梨飴）。第㧜に，他支所と
系統からの農産品（長芋・生椎茸など）と加工
品。第㧝に共販農産物（苺・梨・ぶどう・メロ
ン）であった。年度実績での販売総額は約
!万円で直販持ち込み比率％，加工品㧛
％である。レジ通過顧客数は!件で，推定
顧客構成は羽合町・周辺市町村・観光客
㧞・車通過客㧛％であった。
　さて，「⑲・⑳・㉑事例」に於いて最も注目
すべきは，直販出荷に関する詳細な規定であ
る。
　すなわち，搬入品：地方市場などでの仕入
品・無登録農薬使用作物・薬草の販売禁止。荷
姿：野菜類別での袋入などの指導。出荷量：㧛
回大量ではなく毎日出荷の推奨。値付け：係員
の指導と生産者同志の価格競争の禁止。ラベ
ル：統一ラベル（品名・価格・氏名・出荷月
日・容量記載）。品質：試食・朝取りの励行。
荷受け：荷受検査有り，である。この際，禁止
事項への違反は出荷停止処分となる点を明記し
ている。
　ここでＪＡ直販部と生産部での機構改革に言
及して置く。まず，年月Ａコープ㧢店と
㧛食肉パックセンターを㈱「ジャコム」（ＪＡ
の％出資・資本金㧛億円）へ子会社化した。
ついで年㧝月直販課から直販店舗課を新設
させた。同時に，上述の⑳・㉑直販所を直轄化
し，管轄域東半でのＪＡ大規模直販店の南北㧝
地点編成を完了したと考えられる。それとも呼
応して，生産部では管轄域を㧝区分し，東部営
農センター（対応支所─東郷・羽合・泊），中
央営農センター（関金・三朝の㧜支所，倉吉㧞
支店─㧛は金融のみ），西部営農センター（対
応支所─北条・大栄・赤碕）を設置して，農協
本来の営農部門を強化している。
㧝．第㧝セクターの直販所
Ⅸ　「道の駅」での直販所経営の併設
㉒「楽市楽座」：年に三朝町と合併前の三
朝農協の出資（前者・後者万円）により
㈱グリーンサービスを設立し，国道号線の
三朝町大柿にある道の駅「楽市楽座」を経営す
る。同名の直販所は土産品・共販品販売への併
設であり，現在は近隣農家の随時搬入として存
続している。敷地内に木工センターや隣接に
梨・りんご園も開設する。
㉓「犬挟」：年関金町・ＪＡ関金町支所・
関金町森林組合・岡山県真庭郡八束村の共同出
資（!万円）により㈱せきがね犬挟観光が
設立され，同社により国道号線犬挟トンネ
ル至近の道の駅「犬挟」が経営される。売店は
土産品・共販品・直販品コーナーに㧝区分さ
れ，直販参画農家戸の半数は本町域外で，
八束村域からの持込みもある。
　ところで，国道㧣号線と国道号線のＴ字
交差点での，道の駅「北条公園」は北条町産業
課が管理機関として「北条砂丘公園センター」
（希望の館─屋内体育福祉施設・浜の泉─コミ
ュニティフロアー・観光果樹モデル園・特産物
販売所・オートキャンプ場）を造成し，その運
営を㈱「北条通販」へ委託している。また，北
条町産業課は「長芋㧛坪地主オーナー制」や
「蜘ヶ家山　山菜の里」の農業の多面的機能の
販売でも先駆的活動をしている。
　一方，本県は年末より地域自立戦略「鳥
取ルネッサンス」─地域の人・文化・資源の地
産地消の推進運動を展開している。それを受け
て，県市場開拓課は年㧟月より県内市場を
通して地元農産物を入荷している量販店等へ，
店内に「とっとり地産地消いちば」のコーナー
農産物直販から見る地域農業-鳥取県中部域での事例研究-
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阪南論集　人文・自然科学編 Kda#Cd#
設置の協力を求めた。㧡月現在，本域では㧠
社・店舗でその幟が見られる。
おわりに
　本域では，直販の固有属性である少量多品目
性が，すでに共販に於いて成立していた。その
農業地域性を継承した本県中部域での直販は，
経営主体別に実に多彩である。本稿では，本域
の総人口数から直販活動数の過剰を推察した。
しかし，農協系と非農協系間での会員の重複に
より，巧みにその両立性が計られている。とも
かく，共販にはない直販活動の目的と存立に
は，濃淡を伴いながらも経済的志向と社会（交
流）・文化的志向との両面具備が求められる。
桂瑛一（）が「直販所は既存の流通機構に
支えられながら，それを補完するものとして存
在している」と説く意義の大切さを換言したま
でである。また，直販活動に地域振興を求める
とすれば，社会・文化的志向の強い直販活動は
自治体農政により継続的に支援される必要があ
る。本域直販活動も女性の行動力と創造英知，
明朗性に負うところ大である。その力量にも導
かれた独自性ある直販の一層の展開を祈念した
い。
注
㧛）大栄町での生活部グループ別加工品を掲載する。
ナイスミズ（長芋粕漬け），メロングループ（メロ
ン同），ジュエリー東園（ラッキョウ漬け），フロ
ーリスト西園（すいか糖），トマトグループ（焼肉
のタレ），アザレア（ボカシ堆肥）。
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